
 
 

 

 

 

 

     
今年も、10月 1日より全国労働衛生週間が「健康づく

りは 人づくり みんなでつくる 健康職場」をスロー

ガンに実施されます。 

平成 30年の定期健康診断実施結果の有所見率を見ます

と、全産業では全国平均で約 56%（宮城県約 61%）となっ

ており、建設業では全国平均が約 63%(宮城県約 69％)と

なっています。 

健康診断の確実な実施はもとより、健診実施後の事後措

置（要治療・精密検査者への受診勧奨、就業制限の有無

に係る医師の意見聴取、有所見者等に対する保健指導

等）の実施状況について確認をお願いします。 

また、熱中症、石綿健康障害対策、長時間労働に係る健

康障害防止対策、メンタルヘルス対策等についてこの機

会に社内の予防体制に問題がないか検証をお願いしま

す。 

（実施要綱は建災防本部 HPか「建設の安全(号外)」をご覧ください。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急対策の一環として、６月 25 日、(株)大林組東北支店が施工する仙台市青葉 

全衛生対策対策が講じられており、好事例として紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

県内建設業労働者の健康診断有所見率は６９％！ 

全国労働衛生週間に向けて健康管理の一層の徹底を 
令和元年 10月 1日～10月７日(準備期間 9/1～9/30) 

石綿解体による職業性疾病予防対策の充実を 

近年の石綿関連疾病の労災支給決定件数が1,000件前後で推移する中、建設業がその内

の約600件を占めています。今後さらに石綿を含有する建材が用いられた建築物の解体工

事の増加が見込まれることから、石綿の有無に関する事前調査や飛散・ばく露防止 対策

の徹底をお願い致します。 

石綿関連作業は肺が

んや中皮腫等の健康

被害が生じるおそれ

があります。これら

の疾病については、

発症までの期間が非

常に長く、肺がんで

１５～４０年、中皮

腫で２０～５０年と

の特徴があります。 

（1） 建築物等の解体工事における、石綿等使用の有無に関する事前調査の徹底 

（2） 石綿等を使用した建築物の解体工事等における、適正な隔離、隔離空間の負

圧化等に よる飛散防止対策及びばく露防止対策の徹底  

（3） 石綿等の除去作業において有効な呼吸用保護具等の使用の徹底  

（4）健康診断の実施の徹底及び離職後の健康診断結果の適切な保存 

肺がん・中皮腫発生件数の推移 

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

業種・種類 肺がん 中皮腫 肺がん 中皮腫 肺がん 中皮腫 

全産業 ３８７ ５４０ ３３５ ５６４ ３７６ ５３３ 

（建設業） ２２７ ２８３ １７８ ２９２ ２１３ ３１２ 
 

詳しくは、厚生労働省ＨＰ「アスベスト（石綿）情報」をご覧ください。 

将来に禍根を残

さぬために！ 



 
 

みやぎ復旧・復興工事新ゼロ災推進運動の再徹底を 
新ゼロ運動用専用安全旗等を無料配布します！ 

 

本年は、県内の震災復旧工事で死亡災害が 2件発生しております。これから、冬季、年度末

に向けて作業環境が厳しくなることが予想されます。 

関係工事を施工する皆様におかれましては、建設 3 大災害や交通労働災害等の防止に向け

て、経営トップのメッセージ発出・現場巡視、現場安全衛生大会の実施、安全衛生教育の充実

等を行い、あらためて復旧・復興工事新ゼロ災推進運動の活性化をお願いします。 

同運動再徹底のため、安全大会・協議会等で活用していただくことを目的に、専用安全旗、

のぼり旗を無料でご提供します。新しい旗の下、安全意識の向上を図るため御活用ください。 

（お申し込みは、別紙「専用安全旗等申込書」にて FAXでお願いします。） 

  

  
建災防宮城県支部 HP 


